
山

仲

博

大

学
）

一

日
本
仏
教
々
団
の
欠
点
の
一
つ
と
し
て
、
教
団
の
保
守
性
、
閉
鎖
性
が
数
え
ら
れ
る
。　
一
例
を
と

っ
て
み
る
と
今
年
は
親
鸞
聖
人
御
誕

生
八
百
年
、
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
に
あ
た
り
、
そ
の
た
め
に
浄
土
真
宗
十
派
は
そ
の
保
守
性
、
閉
鎖
性
を
脱
出
し
よ
う
と
あ
い
計
り
真

宗
教
団
連
合
を
つ
く

っ
た
。
そ
し
て
慶
讃
法
要
に
全
真
宗
人
が
唱
和
で
き
る

「和
訳
　
正
信
偶
」
を
作
製
し
た
。
と
こ
ろ
が
法
要
が
終
る

と
そ
の

「和
訳
　
正
信
偶
」
は
あ
ま
り
唱
和
さ
れ
て
い
な
い
。
誰
れ
も
が
口
を
開
け
ば
教
団
の
保
守
性
、
閉
鎖
性
を
問
題
に
す
る
が
、
具

体
的
な
解
決
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
赤
松
俊
秀
博
士
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言

っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
仏
教
の
特
色
は
、
善
い
に
つ
け
悪
い
に
つ
け
、　
一
宗

一
派
に
属
し
、
宗
派
の
対
立
が
顕
著
な
こ
と
に
あ
る
。
四
海
平
等
と
標

語
と
す
る
仏
教
が
宗
派
の
な
か
で
激
し
く
争
う
こ
と
が
多
く
、
今
日
で
も
な
お
改
ま

っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
さ
き
が
け
と
も
い
う
べ
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き
も

の
が

こ
こ
に
見
ら
れ
る

Ｔ
）。

と
あ

る
。
そ
し
て
そ

の
さ
き
が
け
と
し
て
、

延
暦
寺
で
天
台

・
真
言
の
両
宗
を
学
ぶ
も
の
に
対
し
、
最
澄
が
十
二
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
、
寺
外
に
出
る
こ
と
と
禁
止
す
る
規
則

を
作

っ
た

，
）。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
伝
教
大
師
最
澄
の
籠
山
十
二
年
の
制
度
が
日
本
仏
教
団
の
対
立
、
閉
鎖
性
を
性
格
づ
け
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
ま
た
、

寺
院
本
来
の
あ
り
方
か
ら
い
う
と
、
そ
の
内
部
に
諸
宗
の
僧
が
共
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
と
す
る
と
こ
ろ
に
従

っ
て
経
論
を
研
学
す

る
の
が
普
通
で
あ
り
、
か
つ
望
ま
し
い
。
密
教
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
寺
院
を
独
占
す
る
こ
と
は
、　
一
宗
の
独
断
を
生
み
、
仏
教
本

来
の
あ
り
方
に
そ
む
く
よ
う
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
↑
）。

と
あ
る
。
つ
ま
り
籠
山
十
二
年
の
制
は
日
本
仏
教
団
の
宗
派
我
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
り
、
互
い
に
一
致
し
て
世
の
中
の
平
和
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
互
い
に
争
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
弊
害
が
そ
の
な
か
に
み
ら
れ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
団
の
閉
鎖

性
、
独
断
的
な
宗
派
我
の
原
点
が
比
叡
山
教
団
に
あ
る
と
い
う
赤
松
批
判
を
手
が
か
り
に
籠
山
十
二
年
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ

′つ
。た

し
か
に
比
叡
山
教
団
は

一
寺

一
派
で
あ
る
が
、
十
二
年
籠
山
の
制
は
、
は
た
し
て
独
断
的
な
宗
派
我
、
教
団
の
閉
鎖
性
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
澄
は
ひ
と
り
天
台
教
団
を
誇
り
、
そ
の
繁
栄
だ
け
を
考
え
て
対
立
論
戦
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
最
澄
は
当
時
の
南
都
教
団
の
五
性
各
別
の
法
相
教
義
に
裏
づ
け
ら
れ
た
貴
族
性
、
観
念
性
に
対
抗
し
て
、
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る

と
い
う
慈
悲
の
世
界
を
念
願
し
、
奴
婢
す
ら
出
家
す
れ
ば
平
等
で
あ
る
と
い
う

一
味
平
等
の
世
界
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
高
潔
な
理
想
を



掲
げ
た
大
乗
菩
薩
僧
の
天
台
教
団
を
比
叡
山
に
創
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

桓
武
天
皇
は
道
鏡
の
事
件
等
に
よ
る
政
教

一
致
の
混
乱
に
よ
っ
て
堕
落
し
た
南
都
仏
教
の
回
復
を
願
わ
れ
、
僧
侶
の
貪
著
利
養
に
鋭
い

メ
ス
を
加
え
ら
れ
、
寺
院
教
団
が
い
た
ず
ら
に
経
済
的
に
強
大
と
な
り
、
ま
た
政
治
に
関
与
し
権
力
と
手
を
に
ぎ
り
俗
化
す
る
こ
と
を
警

戒
さ
れ
、
政
教
分
離
の
自
律
的
立
場
に
立
つ
仏
教
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
条
件
に
契
う
平
安
新
宗
と
し
て
経
宗
で
あ
る
天
台
業
二
人
を
許
可

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
延
暦
年
代
の
天
台
教
団
は
学
派
的
仏
教
団
の
色
彩
が
強
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
桓
武
帝
の
崩
御
を
契

機
と
し
て
天
台
教
団
の
基
礎
が
危
く
な
る
要
因
が
重
な
っ
た
た
め
、
天
台
教
団
の
よ
み
が
え
り
と
し
て
円
頓
戒
が
創
唱
さ
れ
、　
一
寺

一
宗

の
道
心
あ
る
教
団
の
樹
立
が
試
み
ら
れ
、
十
二
年
籠
山
の
制
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
生
を
軽
ん
じ
、　
法
を
重
ん
じ
て
国
家
を
守
護
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
　
一
宗

一
派
の
隆
盛
を
は
か
る

僧
団
で
は
な

く
、
真
実
追
求
に
生
命
を
か
け
る
教
団
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
清
貧
に
し
て
理
想
あ
る
宗
派
教
団
の
形
成
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
こ
の
弘
仁
年
代
の
天
台
教
団
は
余
り
に
も
理
想
に
走
り
す
ぎ
て
、
教
団
の
自
主
性
の
回
復
を
強
く
主
張
し
、
政
治
か
ら
の
独
立
を
企
て

た
の
は
よ
い
が
、
反
面
教
団
は
経
済
的
に
窮
乏
を
き
た
し
、
最
澄
の
死
後
の
直
弟
子
た
ち
は
俗
権
と
妥
協
し
、
荘
園
の
拡
大
化
の
方
向
を

目
指
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
教
団
と
相
い
争
い
堕
落
の
道
を
走
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
教
団
の
理
想
が
俗
化
し

た
時
、
宗
派
我
は
強
大
と
な
り
、
自
己
の
教
団
の
繁
栄
を
計
る
閉
鎖
教
団
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
籠
山
十
二
年
の
制
に
は

理
想
が
燃
え
て
お
り
、
自
己
の
利
益
を
は
か
る
狭
い
心
は
忘
れ
さ
ら
れ
て
独
断
排
除
、
真
実
追
求
の
厳
し
い
姿
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ

の
理
想

へ
の
緊
張
が
ゆ
る
み
俗
化
し
た
時
、
教
団
は
独
断
的
と
な
り
、
閉
鎖
的
と
な

っ
て
赤
松
批
判
が
的
を
射
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

現
代
教
団
の
閉
鎖
性
を
脱
出
す
る
た
め
に
も
籠
山
十
二
年
の
道
心
を
求
め
た
教
団
を
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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（１
）

「神
護
寺
寺
宝
特
別
公
開
」
神
護
寺
の
歴
史

（２
）

「
　
　
　
同
　
　
　
」
　

　

同

（３
）

「空
海
と
最
澄
の
交
際
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
　
５７
号
　
頁
五
二

二

延
暦
二
十
五
年
（八
〇
ユＣ
三
月
十
七
日
、　
桓
武
天
皇
は
七
十
才
で
崩
御
さ
れ
た
。

そ
の
死
の
ニ
ケ
月
前
の
正
月
十
六
日
に
天
台
業
二
人

が
勅
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
澄
の
最
大
の
擁
護
者
で
あ

っ
た
桓
武
帝
が
も

っ
と
長
生
さ
れ
た
な
ら
ば
、
天
台
業
も
学
派
教
団
か
ら
宗
派

教
団
へ
と
立
派
に
生
れ
代

っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
現
実
は
厳
し
く
で
天
台
業
二
人
の
年
分
度
者
の
実
現
は
大
同
五
年

（八
一
〇
）
正
月
十

四
日
の
官
中
の
金
光
明
会
ま
で
待
た
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
形
だ
け
の
学
派
的
教
団
と
し
て
の
天
台
業
は
成
立
し
た
が
内
容
は
こ

れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
桓
武
帝
が
崩
御
さ
れ
た
た
め
最
澄
の
比
叡
山
教
団
づ
く
り
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

延
暦
二
十
二
年
正
月
二
十
六
日
の
条
に
、

絡
徒
不
レ学
≡
一論
一。
専
崇
〓法
相
・。
三
論
之
学
。
殆
以
将
ン絶
。
頃
年
有
υ勅
二
宗
並
行
。
至
〓得
度
一者
未
レ有
〓法
制
・。
自
今
以
後
三
論
法

相
各
度
〓五
人
一。
立
為
〓恒
例
一Ｔ
）。

と
あ
る
。　
こ
の
時
点
で
は
三
論

。
法
相
の
二
宗
の
年
分
度
者
は

五
人
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。　
と
こ
ろ
が
延
暦
二
十
五
年
正
月
十
六
日
の

「更
加
〓法
華
宗
年
分
二
人
一定
二諸
宗
度
者
数
一官
符
」
に
は
、
「応
ツ分
〓定
年
科
度
者
数
井
学
業
一事
」
と
し
て
、

華
厳
業
二
人
　
井
令
レ読
二五
教
指
帰
綱
目
・

天
台
業
二
人
　
一
人
令
レ一Ｊ
大
昆
慮
遮
那
経
二

人
令
ン一要
摩
訂
止
観
【

一
九
二



律

業

一
一
人
　
井
令
ν読
〓梵
網
経
若
喩
伽
声
聞
地
一

三
論
業
三
人
　
一
一人
令

読́
・三
論
二

人
令
レ一Ｊ
成
実
論
・

法
相
業
三
人
　
一
一人
令
ン七Ｊ
唯
識
論
二

人
令
レ読
二倶
舎
論
一（ι

と
あ
る
。
こ
の

「太
政
官
符
」
で
注
意
を
引
く
こ
と
は
四
点
あ
る
。

一
、
最
澄
は
延
暦
二
十
五
年
正
月
二
日
の

「請
Ｔ続
〓将
ツ絶
諸
宗
一更
加
・法
華
む少
表
」

の
な
か
で
は
天
台
法
華
宗
二
人
を
請
願
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
十
六
日
の
官
符
で
は
天
台
業
二
人
で

一
人
は
大
日
経
を
読
ま
し
む
。　
一
人
は
摩
訂
止
観
を
読
ま
し
む
と
い
う
形
で
勅
許
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
澄
は
桓
武
天
皇
の
御
意
志
を
受
け
て
、
南
都
教
団
が
政
権
と
妥
協
し
、
世
俗
化
し
堕
落
し
た
の
で
、
当
時
の
南
都

教
団
の
な
か
で
盛
行
し
て
い
た
三
論

。
法
相
の
二
宗
を
論
宗
と
判
定
し
、
平
安
新
宗
と
し
て
実
践
性
に
富
み
、
清
潔
で
教
義
に
お
い
て
も

優
秀
で
あ
る
経
宗
と
し
て
の
天
台
法
華
宗
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
生
命
が
け
で
入
唐
求
法
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
国
に
留
学
す
る

目
的
は
、
入
唐
の
上
表
文
の
な
か
で
、

毎
恨
。
法
華
深
旨
。
尚
未
〓詳
釈
一。
幸
求
〓得
天
台
妙
記
一。
披
関
数
年
。
字
謬
行
脱
。
未
レ顕
〓細
趣
一。
若
不
ν受
〓師
伝
・。
雖
ν得
不
ν信
。

誠
願
。
差
〓留
学
生
。
還
学
生
各

一
人
一。
令
レ学
〓此
円
宗
一〈↓
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
遮
那
業
の
こ
と
は
深
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
入
唐
求
法
の
結
果
は
円

。
密

。
（円
頓
）
戒

・
禅
の
四

宗
相
承
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
相
承
し
て
き
た
四
宗
は
論
宗
で
は
な
く
経
宗
で
あ

っ
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
天
台
業
と
し
て
許
可
さ
れ
た
時
は
、
遮
那
業

一
人
が
加
わ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
天
台
法
華
宗
二
人
の
請
願
が
天
台
業
二
人
、

止
観
業

一
人
、
遮
那
業

一
人
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
分
る
こ
と
は
最
澄
の
仏
教
研
究
の
中
心
は
法
華
円
宗
で
あ

っ
た
た
め
止
観
業

の
こ
と
は
充
全
で
あ
る
が
、
遮
那
業
の
研
究
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
最
澄
の
教
団
づ
く
り
の
最
初
か
ら
天
台
業
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一
九
四

二
人
、
す
な
わ
ち

「法
華
経
」
と

「大
日
経
」
を
如
何
に
調
和
さ
す
か
。
つ
ま
り
円
密

一
致
の
こ
と
に
つ
い
て
問
題
を
か
か
え
こ
む
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

二
は

「ま
き
に
絶
え
ん
と
す
る
諸
宗
に
続
き
」
と
い
う
表
現
は
南
都
教
団
に
と

っ
て
は
賛
成
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て

三
論
業
、
法
相
業
の
各
三
人
と
い
う
こ
と
は
五
人
が
三
人
の
年
分
度
者
と
減
員
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
成
実
論

一
人
、
倶
舎
論

一
人
は
考
え
方
に
よ
れ
ば
実
質
上
、
三
論
業
、
法
相
業
は
各
二
人
と
な

っ
て
三
人
の
減
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
と
に
南
都
教
団
で
盛
行
し
て
い
る
三
論
業
、
法
相
業
は
大
い
に
不
満
を
い
だ
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

三
は
天
台
業
の
者
も
治
部
省
、
玄
蕃
寮
、
僧
綱
所
の
支
配
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

縦
如

一
一
業
中
。
無
二及
第
者
一。
閥
〓置
其
分
一。
当
年
勿
ν度
。
省
寮
僧
綱
。
相
対
案
記
。
待
レ有
〓其
人
一。
後
年
重
度
Ｔ
）。

と

「太
政
官
符
」
に
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
時
の
天
台
教
団
は
南
都
教
団
と
相
待
的
の
立
場
で
の
独
立
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

つ
ま
り
学
派
的
教
団
の
樹
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
は
戒
律
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「梵
網
経
」
と

「喩
伽
」
の
戒
本
の
こ
と
が
出
て
い
る
が
、
こ
の
時
の

「梵
網
経
」
の

あ
つ
か
い
は
後
年
の
円
頓
戒
の
創
唱
の
時
と
は
質
的
な
差
が
あ
る
。
円
頓
戒
の
時
の

「梵
網
経
」
の
十
重
四
十
八
軽
戒
は

「法
華
経
」
の

安
楽
行
品
に
説
く
不
共
二
乗
の
戒
と
同
じ
教
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「太
政
官
符
」
に
、

受
戒
立
後
。
告
令
一先
必
読
〓誦
二
部
戒
本
一。
諸
中案

一
巻
渇
磨
四
分
律
砂
〓。
更
試
二十
二
条
・。
本
業
十
条
。
戒
律
二
条
。
通
〓七
以
上
・

者
。
依
レ位
差
〓任
立
義
。
複
講
。
及
諸
国
講
師
・。
雖
レ通
〓本
業
・。
不
レ習
〓戒
律
一者
。
不
レ聴
〓任
用
一↑
）。

と
あ
る
。
戒
律
を
習
わ
な
い
者
は
任
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
か
に
桓
武
帝
が
清
浄
僧
に
期
待
し
た
か
が
よ
く
分
る
記
事
で
あ
る
。

以
上
よ
り
考
え
る
と
、
大
台
業
二
人
は
最
澄
の
最
初
考
え
た
天
台
法
華
宗
二
人
と
は
同
じ
で
な
く
、
ま
た
南
都
教
団
も
満
足
で
は
な
い



こ
と
が
分
る
。

つ
ま
り
比
叡
山
教
団
と
南
都
教
団
の
妥
協
の
上
で
成
立
し
た

や
り
に
天
台
教
団
が
割
こ
ん
で
き
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

「太
政
官
符
」
で
あ
り
、
南
都
の
学
派
教
団
の
な
か
え
無
理

5432 1

三

延
暦
二
十
五
年
正
月
十
六
日
の

「太
政
官
符
」
に
よ

っ
て
天
台
業
二
人
は
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
御
願
が
強
く
働
い
て
理

想
追
求
の
止
観
業
に
現
実
追
求
の
遮
那
業
が
加
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
密
教
研
究
に
お
い
て
は
不
充
分
な
も
の
が

あ

っ
た
。
そ
の
上

「法
華
経
」
と

「大
日
経
」
の
教
判
的
関
係
は
中
国
天
台
で
は
明
自
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
延
暦
二
十
四
年
九
月

一
日
に
高
雄
山
上
で
の
最
澄
に
よ

っ
て
行
な
わ
た
伝
法
灌
頂
は
日
本
最
初
の
密
教
の
伝
来
者
と
し
て
の
最
澄
の
名
を
有
名
に
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
天
台
業
二
人
の
決
定
と
み
た
以
上
は

「法
華
経
」
を
中
心
に
い
か
に
矛
盾
な
く

「大
日
経
」
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
研
究

課
題
を
荷
う
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
い
で
よ
き
理
解
者
で
あ

っ
た
桓
武
帝
の
崩
御
は
、
叡
山
に
年
分
度
者
が
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
の
不
安
を
も
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
次
の
平
城
天
皇
の
代
に
な
る
と
確
実
に
年
分
度
者
二
人
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
。
ま
た
天
台
教
団
の
年
分
度
者
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五
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史
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「
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の
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頁
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一
一
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頁
八

第

一　
頁
八
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は
、
か
つ
て
の
三
論
業
の
度
者
の
よ
う
に
法
相
業
に
相
奪
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
二
つ

の
大
き
な
不
安
は
不
幸
に
も
適
中
し
、
天
台
業
二
人
の
度
者
は
大
同
五
年
ま
で
四
ケ
年
間
お
あ
づ
け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
チ
ャ

ン
ス
と
ば
か
り
法
相
教
団
か
ら
、
や

っ
と
許
可
さ
れ
た
天
台
年
分
度
者
は
相
奪
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

平
城
天
皇
は
南
都
教
団
に
好
意
を
持
つ
式
家
の
藤
原
仲
成
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
大
同
二
年
の
伊
予
親
王
と
そ
の
母
が
退

け
ら
れ
た
事
件
は
藤
原
北
家
の
勢
力
の
盛
り
か
え
じ
と
な
り
、
こ
れ
ら
勢
力
の
あ
る
藤
原
氏
の
氏
寺
が
南
都
の
興
福
寺
な
の
で
あ
る
。
こ

の
平
城
帝
を
め
ぐ
る
貴
族
が
南
都
教
団
に
好
意
的
で
あ
る
こ
と
は
、
南
都
教
団
の
ま
き
か
え
し
の
好
機
当
来
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の
上
大
同
年
間
は
薬
子
の
乱
等
が
起
こ
り
、
こ
の
よ
う
な
内
紛
の
連
続
は
仏
教
界
を
な
お
ざ
り
に
し
た
感
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
か
年
分

度
者
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
追
い
う
ち
を
か
け
る
よ
う
に
密
教
研
究
の
た
め
二
十
年
間
の
長
期
の
留
学
僧
と
し
て
入
唐
し

て
い
た
弘
法
大
師
空
海
が
予
定
を
大
き
く
変
更
し
て
二
年
余
り
で
、
大
同
元
年
八
月
都
長
安
で
恵
果
よ
り
純
密
の
相
承
を
受
け
て
帰
朝
し
、

十
月
二
十
二
日
付
で
高
階
遠
成
に
托
し
て
最
澄
の

「将
来
目
録
」
よ
り
豊
富
な

「御
請
来
目
録
」
を
献
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
条
件
が
比
叡
山
教
団
に
マ
イ
ナ
ス
の
働
き
を
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
の
第

一
は

「天
台
法
華
宗
年
分
度
者
学
生
名
帳
」
に
よ
く
出
て
い
る
。
大
同
二
年
よ
り
弘
仁
七
年
に
い
た
る
二
十
人
の
年
分

度
者
の
う
ち
、
比
叡
山
よ
り
離
れ
た
も
の
が
十
三
人
あ
る
。
そ
の
う
ち
法
相
教
団
に
相
奪
さ
れ
た
も
の
が
六
人
。
高
雄
家
に
移

っ
た
も
の

が

一
人
。
全
体
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
で
は

「
こ
の
宗
の
学
生
、
小
儀
に
拘
せ
ら
れ
て
、
城
邑
に
馳
散
し
、
山
室
空
し
く
あ
れ
て

ま
さ
に
円
道
を
絶
や
さ
ん
と
す
Ｔ
ざ
　
と
い
う
前
途
暗
漕
た
る
有
様
で
あ
る
。　
こ
れ
で
は
何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
比
叡
山
教
団
は
解
体

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
東
大
寺
で
具
足
戒
を
受
け
る
限
り
こ
の
不
安
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
法
相
教
団
の
五
人
の
年
分
度
者
が
実
質
二
人

に
減
員
さ
れ
た
反
動
が
六
人
の
相
奪
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
き
た
と
思
も
わ
れ
る
。
政
教
分
離
を
計
り
比
叡
山
に
理
想
教
団
を
つ
く
ろ
う
と



し
た
最
澄
の
悲
願
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
む
な
し
く
果
て
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
悪
条
件
は
空
海
と
の
交
渉
に
お
い
て
現
わ
れ
て
き
た
。
最
澄
は
空
海
よ
り
も
七
才
年
上
で
あ
る
。
真
実
追
求
は
年
令
を
超
え
る

の
で
あ
る
。
密
教
研
究
に
お
い
て
不
充
分
な
も
の
を
感
じ
た
最
澄
は
空
海
に
密
教
受
法
を
懇
請
し
許
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
よ
り
最
澄
の
雌
伏
期
が
始
ま
り
空
海
の
華
や
か
な
時
代
が
や

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
関
係
経
緯
を
簡
単
に
年
表
に
し
て
み

る
と
、

一　
大
同
四
年
（八
〇
九
ン
一月
三
日

空
海
叡
山
に
登

っ
て
最
澄
を
尋
ね
る
。
つ
空
海
名
刺
し

一
一　
大
同
四
年
八
月
二
十
四
日

弟
子
経
珍
を
遺
わ
し
空
海
か
ら

「大
日
経
略
摂
念
誦
随
行
法
」

一
巻
等
十
二
部
を
借
り
る
。
合
伝
教
大
師
消
息
し
　
　
　
　
　
′

〓
一　
弘
仁
二
年
（八
一
こ
二
月
十
四
日

高
雄
山
寺
の
空
海
に
手
紙
を
送
り
、
密
教
の
伝
授
を
請
う
。
∩
伝
教
大
師
消
息
し

四
　
弘
仁
三
年
八
月
十
九
日

受
法
承
諾
を
謝
す
る
手
紙
を
空
海
に
送
る
。
∩
伝
教
大
師
消
息
し

五
　
弘
仁
三
年
十
月
二
十
六
日

「金
剛
頂
経
」

一
部
三
巻
を
借
り
る
手
紙
を
空
海
に
送
る
。
∩
伝
教
大
師
消
息
し

エハ
　
弘
仁
三
年
十
月
二
十
七
日

頭
陀
の
次
い
で
に
、　
光
定
と
共
に
空
海
の
乙
訓
寺
に
宿
し
て
、　
高
雄
山
寺
で
入
坦
灌
頂
を
受
け
る
約
束
を
す
る
。　
つ
伝
教
大
師
消

籠
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息
」
「伝
述

一
心
戒
文
し

七
　
弘
仁
三
年
十

一
月
十
五
日

高
雄
山
寺
で
金
剛
界
灌
頂
を
受
け
る
。
■
灌
頂
歴
名
し

八
　
弘
仁
三
年
十
二
月
十
四
日

弟
子
円
澄
、
光
定
、
泰
範
と
共
に
胎
蔵
界
灌
頂
を
受
け
る
。
翁
灌
頂
歴
名
し

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
円
密

一
致
の
天
台
業
を
体
系
づ
け
る
た
め
に
空
海
に
密
教
を
受
法
し
た
の
で
あ
る
。
桓
武
帝
の
平
安
新
宗
と

し
て
の
天
台
教
団
を
設
立
す
る
た
め
に
、　
最
澄
の
行

っ
た

高
雄
灌
頂
は
多
少
の
政
治
的
配
慮
に
よ

っ
て

華

々
し
く
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
精
緻
な
教
学
研
究
と
呪
術
的
な
祈
薦
仏
教
と
の
矛
盾
を
抱
え
た
南
都
教
団
を
都
市
仏
教
で
あ
り
観
念
的
仏
教
で
あ
る
と
批
判
し
て
山

林
仏
教
で
あ
り
実
践
仏
教
で
あ
る
比
叡
山
教
団
を
最
澄
は
建
立
し
よ
う
と
し
た
の
あ
る
。
だ
か
ら
止
観
業
と
遮
那
業
と
の
円
密

一
致
の
体

系
化
を
成
功
さ
す
必
要
が
で
き
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
治
的
配
慮
か
ら
脱
却
し
て
仏
法
第

一
義
に
立
ち
返

っ
て
自
分
の
足
り
な
い

密
教
研
究
を
空
海
に
乞
う
の
で
あ
る
。　
そ
し
て
空
海
も
そ
の
最
澄
の

仏
法
第

一
義
の
立
場
を
理
解
し
弟
子
入
り
の
こ
と
を

許
す
の
で
あ

る
。

空
海
の
高
雄
灌
頂
は
仏
法
第

一
義
の
宗
教
的
立
場
に
お
い
て
行
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る

，
）。

正
式
な
純
密
の
修
法
の
宣
言
で
あ

っ

た
。
し
か
し
最
澄
受
法
の
こ
と
は
仏
法
第

一
義
の
上
か
ら
は
よ
く
了
解
で
き
る
こ
と
が
ら
で
は
あ
る
が
、
比
叡
山
教
団
形
成
の
上
か
ら
は

危
険
を
は
ら
む
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
は
泰
範
の
去
就
問
題
で
あ

っ
た
。

泰
範
は
弘
仁
三
年
五
月
八
日
の
最
澄
の
遺
書
で
は

「山
寺
の
総
別
当
は
泰
範
師
、　
文
書
師
を
兼
ぬ
↑
ざ

と
絶
大
の
信
頼
を
よ
せ
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
泰
範
が
空
海
の
大
き
な
度
量
、
深
い
密
教
研
究
に
引
か
れ
て
最
澄
の
下
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
弘
仁
七
年
五
月

一
日
付
の
最
澄
に
対
す
る
返
書
は
空
海
が
代
筆
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
法
華

一
乗
と
真
言

一
乗
と
は
異
な

っ
て
お
り
、
顕
密
浅
深
は
明



自
な
も
の
で
今
は
優
れ
た
真
言
の
法
を
学
ぶ
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
顕
劣
密
勝
の
空
海
の
考
え
方
に

対
し
て
円
密

一
致
の
思
想
を
最
澄
は
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
密
教
に
対
す
る
二

つ
の
考
え
方
が
明
白
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
二
人
は
決
別
し
て
自
己
の
信
ず
る
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

比
叡
山
教
団
は
僧
綱
仏
教
の
代
表
で
あ
る
法
相
教
団
か
ら
の
年
分
度
者
の
相
奪
と
、
真
言
宗
の
顕
劣
密
勝
と
い
う
教
学
的
攻
勢
の
両
面
か

ら
の
は
さ
み
打
ち
に
よ

っ
て
窮
地
に
追
い
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（１
）

「伝
教
大
師
全
集
」
第

一　
頁

一
五
〇

（２
）

二
回
の
高
雄
灌
頂
」
仲
尾
俊
博
（密
教
学
研
究
第
６
号
）参
照

（３
）

「同
　
　
　
　
」
第
五
　
頁
四
一一五

四

何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
比
叡
山
教
団
は
衰
亡
し
て
し
ま
う
。
最
澄
の
打

つ
手
は
後
手
々
々
の
感
じ
が
深
い
。
そ
こ
で
主
張
さ
れ
て
き

た
の
が
最
澄
独
自
の
円
頓
戒
で
あ
る
。
比
叡
山
教
団
の
危
機
を
訴
え
、
学
生
の
自
覚
を
う
な
が
し
、
純
大
乗
戒
に
も
と
づ
い
た
道
心
の
あ

る
、　
一
隅
を
照
ら
し
、
よ
く
言
い
よ
く
行
い
、
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
菩
薩
僧
を
養
成
す
る
教
団
の
設
立
を
誓
願
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
場
所
に
き
た

っ
て
、
比
叡
山
寺
が
天
台
業
の
僧
侶
だ
け
の
修
行
、
実
践
の
場
を
提
供
す
る
宗
派
的
教
団
に
脱

皮
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
天
台
業
に
お
い
て
は

一
寺

一
宗
が
あ
い
ま
い
で
あ

っ
た
た
め
法
相
教
団
に
相
奪
さ

れ
た
り
、
真
言
家
に
退
去
さ
れ
た
り
し
て
、
比
叡
山
教
団
は
衰
亡
の
方
向
を
た
ど

っ
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
弘
仁
三
年
の
最
澄
の
遺
書
に
は
、
同
じ
く
入
唐
求
法
し
た
義
真
の
こ
と
が
全
然
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
義
真
は
そ
の
当

籠

山
十

一一
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時
、
比
叡
山
に
お
ら
ず
翌
年
相
模
国
か
ら
帰

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
円
頓
戒
が
主
張
さ
れ
な
か

っ
た
以
前
の
比
叡
山
教
団
は

一
寺

一
宗
と
い
う
明
確
な
形
は
出
来
上

っ
て
い
な
か

っ
た
学
派
的
教
団
で
あ

っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
立

ち
直
り
と
し
て

一
寺

一
宗
の
宗
派
的
教
団
が
考
案
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
践
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
籠
山
十
二
年
が
要
請
さ

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
こ
に
は
自
己
の
教
団
だ
け
が
繁
栄
し
安
逸
を
む
さ
ぼ
る
と
い
う
閉
鎖
的
な
退
廃
的
な
こ
と
は
ま
だ
意
識

の
表
面
に
は
の
ぼ

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
最
澄
は

「法
滅
蓋
経
」
を
引
用
し
て
南
都
教
団
を
諷
刺
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

衆
魔
比
丘
。
成
共
憎
嫉
。
誹
謗
掲
レ悪
。
横
出
駆
遣
。
不
レ令
ン得
レ住
。
自
共
於
′後
。
不
レ修
〓道
徳
一。
寺
廟
空
荒
。
無
二人
修
理
一。

転
就
〓

毀
壌
一。
但
貪
〓財
物
一。
積
衆
不
γ散
。
不
′作
〓功
徳
・。
販
・一売
奴
婢
一。
耕
レ田
種
殖
。
焚
〓焼
山
林
一。
傷
・一害
衆
生
・。

無
レ有
議
〔慇
・。

奴
作
〓

比
丘
・。
婢
作
〓比
丘
尼
一。
無
レ有
〓道
徳
・。
婚
決
濁
乱
。
男
女
不
ν別
。
今
〓道
薄
賤
一。
皆
由
〓斯
輩
一〈↓
。

と
あ
る
。
だ
か
ら
誘
惑
の
多
い
南
都
の
都
市
教
団
か
ら
清
浄
僧
の
満
ち
あ
ふ
れ
た
比
叡
山
の
山
林
教
団

へ
と
独
立
を
計
る
の
で
あ
る
。
「今

己
に
時
を
知
る
。

誰
か
登
ら
ざ
ら
ん
や
っ
）。
」

と
戒
行
清
浄
の
有
徳
の
菩
薩
僧
の
養
成
を
願
う
の
で
あ
る
。　
そ
の
養
成
に
十
二
年
か
か

る
の
で
あ
る
。
国
家
権
力
と
妥
協
し
や
す
い
、
国
家
の
官
僚
統
制
下
に
お
か
れ
た
得
度
受
戒
権
を
教
団
の
主
体
性
の
回
復
と
し
て
政
治
か

ら
独
立
し
て
比
叡
山
教
団
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
最
澄
の
理
想
と
し
て
の
教
団
の
内
容
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
。

第

一
に
最
澄
の
教
団
は
厳
し
い
自
己
反
省
を
行
う
の
で
あ
る
。
「諸
法
無
行
経
」

を
引
用
し
て
、　
在
家
の
喜
根
法
師
は
小
欲
知
足
を
称

賛
し
な
い
で
衆
人
に
諸
法
実
相
を
教
え
て
三
毒
即
法
性
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
出
家
の
勝
意
比
丘
は
十
二
頭
陀
を
行

じ
、
持
戒
の
狂
を
誇

っ
て
他
人
を
軽
蔑
し
、
諸
法
実
相
を
教
え
た
喜
根
菩
薩
の
悪

口
を
言

っ
た
の
で
堕
地
獄
し
た
の
で
あ
る
と
述
べ
、
さ

ら
に
こ
の
在
家
の
喜
根
法
師
を
誹
謗
し
た
出
家
の
勝
意
比
丘
こ
そ
最
澄
自
身
で
あ
る
こ
と
を
深
く
内
省
し
て
、



明
知
。
叡
山
被
〓誹
諦
“。
過
去
業
所
′招
。
何
不
レ顧
〓己
業
一。
更
恨
〓他
縁
来
一。
願
得
〓今
身
償
一。
不
Ｔ入
〓悪
道
一受
二也
↑
）。

と
懺
悔
し
て
い
る
。
徹
底
し
た
宗
教
的
罪
悪
観
こ
そ
が
比
叡
山
教
団
の
真
骨
頂
な
の
で
あ
る
。
他
教
団
を
批
判
攻
撃
す
る
前
に
深
く
自
己

を
凝
視
し
て
懺
悔
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
道
心
あ
る
教
団
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
宝
何
物
。
宝
道
心
也
。
有
〓道
心
一人
。
名
為
〓国
宝
・。
故
古
人
言
。
経
寸
十
枚
。
非
〓是
国
宝
一。
照
〓千

一
隅
一。
此
則
国
宝
。
…
…
能

行
能
言
。
国
之
宝
也
。
…
…
乃
有
〓道
心
一仏
子
。
西
称
・一菩
薩
一。
東
号
〓君
子
一。
悪
事
向
レ己
。
好
事
与
レ他
。

忘
レ己
利
′他
。

慈
悲
之
極

（４
）。

と
国
宝
僧
の
養
成
が
比
叡
山
教
団
の
理
想
な
の
で
あ
る
。
教
団
が
理
想
に
燃
え
た
っ
て
い
る
時
は
、
閉
鎖
的
な
独
断
的
な
宗
派
我
は
沈
滞

し
て
い
る
。

第
三
は
全
て
の
人
間
の
仏
性
を
肯
定
す
る
教
団
で
あ
る
。
「法
華
経
」
の
諸
経
に
超
え
勝
れ
て
い
る
点
は
二
乗
作
仏
で
あ
り
、
こ
の
「法

華
経
」
と

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の

「涅
薬
経
」
を
天
台
宗
で
は
第
五
時
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
。
最
澄
は
こ
の
二
経
の
影
響
を
強

く
う
け
て
、
「梵
網
経
」
を
根
拠
に
し
て
一
切
衆
生
の
平
等
得
戒
の
こ
と
を
力
説
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
切
有
レ心
者
。
皆
応
レ摂
〓仏
戒
一。
衆
生
受
〓仏
戒
一。
即
入
〓諸
仏
位
一。
位
同
〓大
覚
一己
。
真
是
諸
仏
子
。
己
上
経
文
。
明
知
。
不
レ同
口蔵

通
菩
薩
共
〓小
律
儀
一也
↑
）。

と
あ

っ
て
大
乗
の
別
解
脱
戒
の
最
勝
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

第
四
は
奴
婢
の
人
間
性
を
認
め
る
教
団
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
差
別
即
平
等
、　
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
理
念
を
現
実
の
場
に
適
用
し
て
僧

侶
の
資
格
を
奴
婢
ま
で
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。
悉
有
仏
性
を
具
体
的

・
主
体
的
に
と
ら
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
論
的
根
拠
を
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「梵
網
経
」
に
求
め
、
南
都
教
団
が
奴
婢
は
大
僧
に
な
れ
る
筈
が
な
い
と
い
う
常
識
論
に
対
し
て
、
真
正
面
か
ら
反
対
し
て
、

奴
婢
出
家
。
先
受
先
坐
。
郎
君
在
）家
。
後
受
先
坐
。
奴
郎
類
別
。
…
…
…
明
知
。
奴
婢
己
上
。
能
受
レ戒
者
。
若
依
・一菩
薩
戒
一。
出
家

修
道
。
皆
名
為
レ僧
（Ｃ
。

と
あ
る
。
た
と
え
奴
婢
で
も
出
家
し
た
時
が
先
の
場
合
は
郎
君
よ
り
先
に
坐
す
る
の
で
あ
る
と
人
間
平
等
を
僧
団
の
な
か
で
は
あ
る
が
主

張
し
て
い
る
。　
そ
し
て
こ
の
考
え
方
の
徹
す
る
と
こ
ろ

受
戒
の
師
は
現
実
の
あ
や
ふ
や
な
清
浄
で
な
い

僧
侶
で
な
く
て
仏
そ
の
も
の
で

あ
る
こ
と
に
な

っ
て
く
る
。
こ
こ
に
円
頓
戒
の
特
色
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

小
乗
能
受
。
几
聖
十
師
也
。
大
乗
能
受
。
但
十
方
諸
仏
也
７
）。

と
あ
る
。
こ
こ
の
く
だ
り
は
最
澄
の
脳
裏
に
は
南
都
教
団
の
破
戒
僧
の
道
鏡
の
イ
メ
ー
ジ
が
内
在
し
た
と
も
思
も
わ
れ
る
。
は
た
し
て
ど

れ
だ
け
の
清
浄
持
律
の
僧
が
南
都
教
団
に
い
る
の
か
と
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「伝
教
大
師
全
集
」

五

四

五

六

九

五
一〇

八
一
二

一
一
一一一
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五

こ
の
よ
う
な
理
想
に
燃
え
た
教
団
づ
く
り
を
企
て
、
そ
の
実
践
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
円
頓
戒
を
主
張
し
、
籠
山
十
二
年
行
を
打
ち
出
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
は
円
頓
戒
に
つ
い
て
は
、
最
澄
の
生
前
に
は
実
現
を
み
る
こ
と
が
な

っ
た
。
そ
こ
で
十
二
年
籠
山

に
つ
い
て
み
る
と
、
十
二
年
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

蘇
悉
地
翔
羅
経
中
巻
云
。
若
作
〓時
念
誦
一者
。
経
〓十
二
年
一。
縦
有
二重
罪
・。
亦
皆
成
就
。

仮
使
法
不
〓具
足
一。
皆
得
〓成
就
・。　
己
上
経

文
　
明
知
。
最
下
鈍
者
。
経
二十
二
年
Ъ

必
得
二

験
・。
常
転
常
講
。
期
一三
六
歳
・。
念
誦
護
摩
。

限
二十
二
年
一。　
然
則
。
仏
法
有
・一霊

験
・。
国
家
得
〓安
寧
一也
Ｔ
）。

と

「蘇
悉
地
掲
羅
経
」
を
聖
教
量
と
し
て
十
二
年
、
清
貧
に
甘
ん
じ
、
生
を
軽
ん
じ
て
法
を
重
ん
ず
れ
ば
、
清
浄
僧
と
な
っ
て
国
家
の
安

寧
を
は
か
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
最
澄
は
筆
を
重
さ
ね
て
十
二
年
の
実
践
修
行
の
利
益
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
。

夫
自
レ非
・・せＰ
飢
楽
ν山
。
忍
ν寒
住
レ谷
。　
一
十
二
年
。
精
進
之
力
。
数
年
九
旬
。
観
行
之
功
一。

何
排
〓七
難
於
悪
世
・。

亦
除
≡
一災
於
国

家
一。
己
定
之
禍
。
雖
ν難
〓免
脱
一。
未
定
之
災
。
有
レ縁
必
脱
っ
）。

「論

・
湿

・
寒

・
貧
」

の
秋
霜
烈
日
の
は
げ
し
い
十
二
年
の
実
践
に
よ
っ
て
道
心
の
あ
る
菩
薩
僧
が
養
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

南
都
教

団
の
堕
落
を
救
う
た
め
に
山
林
仏
教
を
表
明
し
、　
南
都
教
団
と
相
い
対
立
し
た
が
、　
そ
こ
に
は
自
己
の
宗
派
の
世
俗
的
繁
栄
を

願

っ
た

り
、
独
断
的
な
教
義
の
優
秀
性
を
示
し
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
本
来
の
真
実
を
ひ
た
す
ら
に
追
求
し
、
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
初
め
の
日
本
天
台
教
団
で
は
、
最
澄
は
生
涯
が
ほ
と
ん
ど
理
論
闘
争
の
面
に
向
け
ら
れ
、
い
ま
だ
そ
の
結
果
を
み
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
滅
后
の
教
団
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
師
の
真
意
が
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
空
海
の
顕
劣
密
勝
の
思
想
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
円

籠
山
十
一一
年
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四

密

一
致
の
思
想
を
確
立
す
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
直
弟
子
た
ち
の
間
に
意
見
が
対
立
し
、
さ
ら
に
比
叡
山
教
団
が
あ
ま
り
に
も
理
想
追

求
に
走

っ
て
し
ま

っ
て
、
現
実
教
団
の
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
教
団
体
制
が
固
ま
る
に

つ
れ
て
経
済
的
貧
困
と
い
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
国
家
権
力
の
側
か
ら
独
立
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は

よ
か

っ
た
が
、
そ
の
た
め
経
済
的
に
ゆ
き
ず
ま
り
を
き
た
す
こ
と
と
な

っ
た
。
か
く
て
権
力
と
妥
協
を
計
る
体
制
を
取
る
よ
う
に
な

っ
た
。

理
想
に
燃
え
た
教
団
創
生
の
最
澄
の
時
代
に
は
、
閉
鎖
的
な
宗
派
我
が
表
面
に
で
て
こ
な
か

っ
た
が
、
減
後
、
教
団
守
成
の
立
場
に
立
つ

よ
う
に
な
る
と
そ
の
弊
害
が
表
面
化
し
赤
松
批
判
が
も

っ
と
も
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
理
想
追
求
の
灯
が
消
え
た
、
精

神
の
高
掲
の
薄
ら
い
だ
教
団
は
、
閉
鎖
性
の
殻
に
と
じ
こ
も

っ
た
自
己
の
教
団
の
安
逸
を
む
さ
ぼ
る
明
日
な
き
教
団
に
堕
す
る
の
で
あ
る
。

前
途
あ
る
教
団

へ
と
発
展
す
る
た
め
に
も
も
う

一
度
最
澄
の
真
実
追
求
の
道
心
の
あ
ふ
れ
た
教
団
の
再
発
見
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
十
二
年
籠
山
の
制
の
再
認
識
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「伝
教
大
師
全
集
」
第

一　
頁

一
五
三

「　
　
同
　
　
　
」
第

一　
頁

一
二
九

2  1
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